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症状と検査所見に従い， Free T 4 lndex (F T 4 1 ) 5.7以下，甲状腺刺激ホルモン (T S H) 10μu/ 
ml以上を満たすものとした。出産後 1 年間は全例 1 カ月毎に，以降は各症例に応じて診察を行い，同時
にサイロキシン (TJ，トリヨードサイロニン (T) ， TSH , T 3摂取率を測定し ， F T 41 を算出し
た。また，抗サイログロプリン抗体 (TGHA)，抗甲状腺マイクロゾーム抗体 (MCHA) も検索し
た。全例， N 1 H標準法にてHLA-A，一 B ， -C , -DR抗原型のタイピングを施行した。
[結果]
1.出産後甲状腺機能低下症の長期予後: 59例中49例 (83%) では発症後 1 年以内に甲状腺機能は正常
-197-
に回復したので，これを一過性甲状腺機能低下症とした(一過性群)。一方， 10例 (17%) では，出産後
1 年以上経た時点でなお甲状腺機能低下症を呈し，これを永続性甲状腺機能低下症とした(永続性群)。
うち 5 例では発症後 1 年以内に一時的に甲状腺機能が正常化し，一過性と考えられたが，その後の長期
観察で，明らかな甲状腺機能低下症が再発したことか判明した。他の 5ØIjは，発症後一貫して甲状腺機
能低下であった。
2. 出産後甲状腺機能低下症と HLA抗原型 :HLAの phenotype frequency を患者群と健常人とで比
較すると HLA-DR3 (9.1%対1.2% ; P =0.005) , -D R W 8 (40.9%対17.4% ; P =0.005) , -D 
RW9 (43.2%対23.8% ; P =0.005) , -A26 (34.1%対19.7% ; P =0.0025) , -B W46 (25.0%対0.6
% ; P =0.00) , -B W67 (4.5%対0.4% ; P =0.03) の頻度が患者群で有意に高率，一方， HLA-D 
R 2 (13.6%対28.6% ; P =0.05) , -B W52 (6.8%対19.5% ; P ニ0.02) ， -B W62 (2.3%対15.4% ; 
P ニ0.0 1)， -C W 7 (6.8%対21.0% ; P =0.01)は，有意に低率であった。また，一過性群と健常人と
の比較では， HLA-DR 3 (1 1.8%対1.2% ; P<0.005) , -D RW 8 (50.0%対17.4% ; P<0.005) , 




児の性， TGHA , MCHA，末梢リンパ球数，甲状腺腫の大きさ， HLA抗原型の各パラメーターに
つき，予測因子としての有用性を検討した。その結果HLA-DRW9 ， -B51のすくなくとも一方が






3. 今回対象とした出産後甲状腺機能低下症発症患者群では，正常群に比し， HLA-DR 3 , -DR 






結果， H L A -D R W 9 , -B 51の少なくとも一方が陽性， TGHA価 2 3 X lQ以上，の 2 項目を満たす
患者群では約70%の確率で永続性甲状腺機能低下症が発症することが判明した。
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論文の審査結果の要旨
本研究は，当該教室で見出された出産後甲状腺機能低下症の長期経過観察を行い， 17%の頻度で永続
性甲状腺機能低下症が発症することを明らかにし本疾患における長期経過観察の必要性を示した。ま
た，本疾患と有意相関を呈するHLA抗原フェノタイプを検索した。さらに特定のHLA抗原型 (DW
9 , B51)と他の臨床パラメーターのうち，抗サイログロプリン抗体価の組合せが，一過性および永
続性病型の予知的鑑別に有用であることを見出した。
本研究は，出産後甲状腺機能低下症に関し，すぐれた臨床研究であり，学位に値すると評価できる O
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